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歳をとったらどんな暮らしがしたいかということを，時々考えることがあります。少
し遠い将来だと思っていましたが，歳を重ねる間にそれほど遠くもなくなってきま

したし，また，両親がそれなりの年代になってきましたので，だんだん身近になってきま
した。この仕事をしていると，他の環境にある人よりもたくさんの情報がありますが，そ
れでも，「自分ならこのサービスを使いたいなあ」とか「自分の両親にピッタリかも」と思
うものはほとんど出会わないのが実情です。
　幼少時から小学校の頃までは，自分のやりたいことをやれるのではなく，私たちの時代
は学校で決められたものをひたすら学んで積んでいく教育でした。中学校になってやっと
部活動などの放課後の生活に選択権が与えられ，高校・大学と少しずつ自分で自分の生活
を組み立てられるようになりました。仕事を選び，家族を選び（選べるのは一人ですが），
生活のやり方や過ごし方は，すべてが自由ではありませんが，少なくとも人から提供され
るものではなかったと思います。それが高齢になったというだけで，あまり選択肢のない
決められたパッケージの中に自分を埋め込むという今の高齢者のためのサービスは，魅力
を感じないものが多いと思うのです。
　「なければ自分で作ればいい」というモットーは，自分の仕事の中で長年思って実践して
きたことです。特に，言語聴覚領域はまだまだ未熟な分野ですので，思うような資源がな
いことが多いこれまでの臨床活動でした。訓練材料や訓練方法をはじめとして，患者さん
や家族の支援や，コミュニケーションに障害のある方の周囲の教育や支援，社会への発信
など，仲間の言語聴覚士たちとさまざまな活動を立ち上げ，そして継続してきたという
日々だったと思います。
　それならば，自分が高齢者になれるのであれば，「なければ自分で作ればいい」を今後の
目標にすればいいのかもしれません。このところ注目されている地域包括ケアは高齢者だ
けのものではないのですが，そこに含まれるインフォーマルなサービスを自分で作って用
意しておけばいいのでしょう。最近，サッカーのサポーターどうしが部屋をシェアして住
む共同住宅を作ろうとか，サポーターの共同墓地を作ろうというニュースを読みました。
同じチームのサポーターとなら一緒に住めるかもしれません。応援するチームのお気に入
りの選手と一緒にやる「お達者体操」ならやる気が出るかもしれないなあと思います！
 編集委員　西脇恵子
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